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Cordierite ……………………………… 1Scene. 43

食品表示の歴史は，1947年の食品衛生法の施行から始ま
り，消費者の安全と権利を守るためのさまざまな法律が整
備されてきた．1960年のニセ牛缶事件を契機に，消費者保
護に関する法規制が急速に進展し，JAS規格や景品表示法
が制定された．その後，消費者庁が設立し，さまざまな法
律が一元化され，食品表示法が制定した．このほか2024年
度食品表示基準改正について概説する．
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食品表示の変遷と今般の個別品目ごとの
表示ルール見直しについて ………………………………………… 土橋芳和

日本ジャム工業組合は，本年5月にシアトルにて海外研修
を9年振りに実施した．視察研究の主な訪問先のサクマ・
ブラザーズ社は，日本のジャム市場において6割以上を占
めるベリー類を自社で栽培・加工まで一貫して行っている
企業である．このほかワイナリー視察やアメリカのジャム
市場についてスーパーマーケットのジャム・スプレッド売
り場の構成，品揃えもなども調査した．
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食品製造に役立つ ｢食材のはなし｣
　その17 - 1　ダイコン（前編）
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缶詰見聞・体感録　第169号
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50
2025年1～ 6月期の缶詰，びん詰生産は 84.3万トン
（13,612万箱．実箱）で，前年同期比123.8％であった．
内訳は，丸缶81.8万トン，13,186万箱（飲料を除いた丸缶
では5.2万トン，698万箱），大缶0.7万トン，41万箱，
びん詰1.8万トン，385万箱であった．レトルト食品の生
産は，20.4万トン（3,693万箱）であった．
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